
研究主題
主体的に考え、判断し、行動できる力の育成
～対話でつないで学びを広げる授業づくり～

夜須小学校の教育

教育目標 自ら学び行動し、自分・他者・地域を愛する子供を育てる

めざす児童像 めざす学校像 めざす教師像

○主体的に学び、行動できる子

○自分・他者・地域と対話ができる子

○多様な見方・考え方、深い学びができる子

○あたたかく楽しい学校

○活力あふれる学校

○地域に開かれた学校

○子供を大切にし、保護者と共に歩む教師

○教育公務員として自覚をもって取り組む教師

○互いのよさを認め合い、協力して取り組む教師

学力の定着と向上 豊かな心の育成
体力の向上と

健康・安全への理解
信頼される学校づくり

中
期
経
営
目
標

①全国学力・学習状況調査、高知
県学力定着状況調査、標準学力調
査（2回目）において、全国平均並み
の学力を目指す。

②「授業に主体的に参加している」
の肯定的評価95％以上（魅力アン
ケート）

③「授業で協力したり、話し合ったり
する活動をよくしている」の肯定的評
価　９０％以上
（特活アンケート）

①「自分にはよいところがある」肯定
的回答90%以上

②「授業中に自分の思いや考えを安
心して言える」肯定的回答90％以
上

③「あなたは、まわりの人の役に立っ
ていると思いますか」の肯定的回答
90%以上

④「あなたは、先生や友達にほめら
れたり認められたりすることがありま
すか」の肯定的回答90％以上

①「体育の授業が好き」…1～6年生
強肯定75％以上

②スポーツテストの判定Ａ・Ｂ・Ｃ層
…75％以上

③「朝からすっきりチャレンジ」(年間
3回)の早寝・早起きの項目を向上さ
せる。（3学期の結果で早寝、早起き
ともに75％以上達成）

①不登校の予防と支援・いじめ防止
新規不登校による長期欠席児童０名

②働き方改革の推進・不祥事の防止
全教職員による毎月の勤務時間外の在
校時間45時間未満及び不祥事の発生
件数０

③安全教育（防災）
「地震時に自分で判断して身の安全を
守れる」家・建物の中・外とも85%以上

④ICTの効果的な活用
毎日、全児童がタブレットを使用した学
習の実施

⑤こども園・小の円滑な連携・接続
こども園・小連携・充実に向けた研修及
び交流を年間10回以上

主
な
方
策

①チャレンジタイム、放課後加力指
導の実施、昼の学習時間（帯タイ
ム）の活用。算数を柱とした研究授
業を実施する。それに合わせて講師
を招聘し、教員のスキルアップを図
る。

②児童の発言や思考の跡が分かる
ように板書を残す。「めあて」と「振り
返り」のある授業づくり。夜須小授業
スタンダードチェックシートを活用しな
がら、目指す姿の共有化を図る。

③ペア学習、グループ学習、ミニ先
生など多様な形態を効果的に活用
する。（授業スタンダードの実施）
導入の工夫や対立意見が出やすい
教材づくり（教材研究）を行う。

①②学級会や委員会活動を通し
て、一人一役の場を設定し、その都
度評価していく。
①②学校行事や集会等を活用し
て、児童が主体となった活動を行
う。

③対話でつなぐ授業を行い、ペアや
グループ活動、全体での発言の場を
仕組む。

④授業や行事を通して、互いのがん
ばりを伝え合う時間を設定し、教員も
伝えていく。

①児童が主体的に取り組み、対話
的な活動を楽しんで行えるような授
業づくりをしていく。授業の流れを示
したり、分かりやすい資料を掲示した
りして、支援を要する児童も無理なく
参加できる環境を作る。

②新体力テストの分析結果を各学
級の体育の授業や朝の活動に活か
す。

③朝からすっきりチャレンジの実施に
合わせて、生活習慣を見直すため
の保健指導を実施し、生活習慣の
改善につなげる。保健・体育委員会
の活動に、全校集会での啓発を取り
入れ、児童が意識して取り組むこと
ができるようにする。

①アンケートの実施、SC・SSW等と
の面談、校内支援会の開催・「『高
知家』いじめ予防等プログラム」活用
の校内研修の実施。

②各自での定時退校日設定。協働
の体制づくり及び声を掛け合い相談
できる職場の雰囲気づくり。不祥事
防止やハラスメントに関する研修の
実施。

③こども園・小・中合同の避難訓練
や地域や外部講師を活用した防災
学習の実施。

④帯タイム、授業でのタブレット活
用。

⑤こども園・小連携の研修会、交流
活動の充実。

短
期
経
営
目
標

①全国学力・学習状況調査、高知
県学力定着状況調査、標準学力調
査（2回目）において、全国平均並み
の学力を目指す。

②特活アンケート「授業に主体的に
参加している」の肯定的評価95％
以上を目指す。【強肯定70％を目
指す。】

③特活アンケート「授業で協力した
り、話し合ったりする活動をよくしてい
る」の肯定的評価90％以上

特活アンケートにおいて、以下の割
合を目指す。
①「自分にはよいところがある」肯定
的回答で85%以上を維持する。

②「あなたは、まわりの人の役に立っ
ていると思いますか」の肯定的回答
を85%以上を維持する。

③「授業中に自分の思いや考えを安
心して言える」肯定的回答90％以
上を目指す。

④「あなたは、先生や友達にほめら
れたり認められたりすることがありま
すか」の肯定的回答で85％以上を
維持する。

①「体育の授業が好き」…1～6年生
強肯定を70％以上を目指す。

②新体力テストの判定ABC層…3学
期までに75％以上を目指す。

③「朝からすっきりチャレンジ」(年間
3回)の早寝・早起きの項目を向上さ
せる。（3学期の結果で早寝は73％
以上、早起きは70％以上達成を目
指す。）

①不登校の予防と支援・いじめ防止
新規不登校による長期欠席児童（30日
以上）を０名

②毎月の勤務時間外の在校時間45時
間未満の達成率80％以上及び不祥事
の発生件数０

③安全教育（防災）
「地震時に自分で判断して身の安全を
守れる」家・建物の中85%以上、外80%
以上

④ICTの効果的な活用
全児童がタブレットを使用した学習を毎
日実施

⑤こども園・小の円滑な連携・接続
こども園・小連携・充実に向けた研修及
び交流を年間10回以上


